
項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか
100%

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 89% 11%

3

生活空間は、本人にわかりやすい環境になっ

ているか。また、障がいの特性に応じ、設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮

が適切になされているか

89% 11%

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になっているか。また、子ども達の活動に合

わせた空間となっているか

100%

1

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービスの個別

支援計画が作成されているか

100%

2

児童発達支援計画又は放課後等デイサービス

計画には、子どもの支援に必要な項目が適切

に選択され、その上で、具体的な支援内容が

設定されているか

100%

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス

計画に沿った支援が行われているか
100%

4
活動プログラムが固定化しないよう工夫され

ているか
100%

1
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
100%

2

児童発達支援計画又は放課後等デイサービス

計画を示しながら、支援内容の説明がなされ

たか

100%

3
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ

ント・トレーニング等）が行われているか
67% 11% 22%

4

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの発達の状況や課題について共通理解

ができているか

100%

5
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関

する助言等の支援が行われているか
100%

6

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されている

か

67% 22% 11%

7

子どもや保護者からの相談や申し入れについ

て、対応の体制が整備されているとともに、

子どもや保護者に周知・説明され、相談や申

し入れがあった場合に迅速かつ適切に対応さ

れているか

100%

8
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
100%

9

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定などについて、子どもや保護者に

対して発信されているか

78% 11% 11%
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10 個人情報に十分注意しているか 100%

1

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアルを策定し、保護者に周

知・説明されているか

100%

2
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか
100%

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 100%

⑱ 事業所の支援に満足しているか 89% 11%

※1　職員の配置数や専門性

※2　事業所の設備等

※3　家族支援プログラムの実施

※4　父母会・保護者会の開催、保護者同士の連携

※5　保護者への情報発信
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　契約時に説明させていただいている重要事項説明書にも記載しておりますが、厚生労働省の定める指定基準を遵守し、スタッフを配置し

ております。また、スタッフの異動等につきましても、年度最初の保護者会や、通信等で随時お知らせしております。

　個人情報保護の観点より、ブログの廃止、HPでの行事掲載を中止しております。お子さまの事業所での様子や表情を見ていただくため、

保護者の方より同意をいただいた上で、定期的に写真の配布をしております。尚、行事予定やお知らせ等につきましては、通信にてお知ら

せしております。

　活動内容によって生活空間を分け、集中しやすい環境を整えています。また、懇談時や事前の相談時に施設内見学をしていただいており

ますが、ご希望がございましたら随時見学は可能ですのでお申し出ください。（見学は療育時間外となります）

　感染症拡大防止の観点より、実施回数は少なくなりましたが、保護者会を開催いたしました。次年度につきましても、タイミングを見計

らいつつ、3蜜を回避しての開催を検討しておりますので、日程が合いましたら、是非ご参加ください。

　感染症対策の為、今年度もグループワークの開催が困難であり、必要なご家庭への個別支援の実施となりました。次年度は、ペアレン

ト・トレーニングに限らず、様々な視点からの家族支援プログラムが実施できるよう検討中です。


